
平成２４年度 第３回 役員会議事要旨 

 
日 時  平成２４年４月２５日（水） １０時３０分～１０時５７分 
 
場 所  学長室 
 
出席者  学長，瀨口理事，中島理事，岩本理事，宮﨑理事 
欠席者  緒方理事 
 
陪席者  川上監事，向井監事，後藤学長室長 
 
○ 学長から，平成２３年度第２８回の役員会議事要旨の確認依頼があった。 

 
【 審議事項 】 
 
（１）臨時特例（減給支給）に係る対応について 

学長から，本学の臨時特例（減給支給）への対応については，平成２４年

４月１１日開催の役員会において，本学の方向性を検討し，４月１８日開催

の役員会において，本年５月１日付け実施に向けた作業を開始することが了

承されたこと，また，４月１９日付けの経営協議会構成員への持ち回り審議

により，本学の臨時特例（減給支給）への対応を本年５月１日付けで実施す

ることが了承されている旨の説明があった。 
また，総務部長から，４月１８日開催の役員会以降，教職員組合との団体

交渉（２回），過半数代表者への説明（２回）及び人事制度委員会への附議・

検討を行ったこと，また，最終決定後，教職員への説明会を実施する予定で

あることの説明があった。 
さらに，人事課長から，医学部附属病院の過半数代表者から寄せられた意

見により，新たに，除外職員として扱うことが適切であると判断された対象

者について説明があり，審議の結果，除外職員の追加を含み，対応方針及び

規程改正（案）が了承された。 
 
 

（２）平成２４年度評価反映特別経費の予算配分要領（案）について 
   学長から，本件について，今後の国立大学の改革については，個々の大 

学において個性や使命の明確化を図り，展開することが求められているこ 
とから，本学においても，本学の特色，強みを生かした取り組みを推進す 
るため，部局の当該取組みとＰＤＣＡサイクルに基づく成果（アウトカム） 
に対する評価（事業の評価）及びＩＲ機能を活用した情報に基づく評価（業 
務の評価）を行い配分するための案件である旨の説明があった。 



また，財務部長から，平成２４年度評価反映特別経費に係る予算額，配分 
対象，配分時期及び配分方法等予算配分要領（案）について，昨年度との変 
更点等の説明があり，審議の結果了承された。 

 
 
（３）平成２５年度概算要求事項（施設整備費補助金及び施設費交付事業費） 

について 
   中島理事から，本件について，平成２５年度概算要求（施設整備費補助 

金及び施設費交付事業費）に関する案件であり，部局から要求のあった事 
項に対し，①佐賀大学第２期中期目標・中期計画，②第３次国立大学法人 
等施設整備５か年計画，③平成２４年度施設整備予算案の実績を踏まえ， 
平成２４年３月１４日の施設マネジメント委員会において審議・選定した 
こと，平成２５年度概算要求の基本的方針としては，附属病院の再整備， 
耐震性能が低い等安全上支障がある施設の優先的整備，老朽施設の機能改 
善としていること等の説明があり，協議の結果了承され，後日開催の経営 
協議会及び同協議会後の役員会で審議することとなった。 
 

 
（４）その他 
 

特になし。 
 
【 報告事項 】 
 
（１）平成２４年度会計監査人候補者について 
   岩本理事から，本件について，平成２４年度会計監査人候補者について 

は，４月１２日に開催した会計監査人候補者選考会議において，２３事業 
年度の会計監査人の監査業務の内容及び平成２４年度の会計監査人の資格 
等について問題がないことを確認し，引き続き「新日本有限責任監査法人」 
を会計監査人候補者として承認した旨の報告があった。 

 
 
（２）その他 
 

特になし。 
 
【 その他 】 

    
 学長から，最近の国立大学法人を取り巻く状況について，国大協及び文 
部科学省から得た情報として，国家公務員の給与特例（減額支給）の取り 



組みについて，国立大学法人の対応が遅いのではないかと批判があってい 
ること，また，国大協も文部科学省も，各大学に対し，大学の判断で早目 
の対応を行ってほしい旨要請していること。大学改革タスクフォースにつ 
いて，「国立大学改革強化推進事業」（１３８億円）は，大学再編を行なう 
上での交換条件のようなもので，キーワードは「連携」であることや国立 
大学運営費交付金などのメリハリある配分など，教育改革の必要性が指摘 
されていること。さらに，総理から，文部科学大臣に対し，社会構造の変 
化を踏まえた教育システムの改革についての取組方針を報告するよう指示 
があっていること等の報告があった。 

 
以 上 


